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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■募集住宅

住宅番号面　積種　別団地・地区名区　分

ＫＫ６１－１－４

６３㎡３ＤＫ神威神楽岡地区改良

今回

ＫＫ６２－１－１

ＫＫ６３－２－３

ＭＨ８－３５２㎡
１LＤＫ

文 珠 高 台 団 地
公営

Ａ－８３３㎡文 珠 チ ロ ル 団 地

Ｋ５９－２－３６３㎡３ＤＫ文 珠 西 歌 団 地
公営前回

Ｂ－４３３㎡１LＤＫ文 珠 チ ロル 団 地

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

允
チ
ロ
ル
団
地
は
、
満
　
歳
以
上

１８

　
歳
未
満
の
単
身
者
で
年
収
が

５０２
５
０
万
円
以
上
の
方

▼
家
　
賃
　
チ
ロ
ル
団
地
は
２
万

５
千
円
、
そ
の
他
は
入
居
世
帯

の
収
入
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築

住
宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）
、
住

民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証

明
書

▼
締
め
切
り
　
８
月
　
日
（
木
）

１５

▼
決
定
方
法
　
今
回
募
集
分
は
抽

選
で
、
前
回
募
集
分
は
申
し
込

み
順
に
入
居
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募

集
中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

第
3
回
 介
護
教
室

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

楽
し
く
介
護
　
自
宅
で
で
き
る

運
動
メ
ニ
ュ
ー
あ
れ
こ
れ
 ～
」

▼
講
　
師
　
砂
川
市
立
病
院
理
学

療
法
士
　
　
山
口
　
諒
　
先
生

▼
対
象
者
　
一
般
市
民

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
２
階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

北
海
道
警
察
官
募
集

　
北
海
道
警
察
で
は
、
次
の
と
お

り
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

▽
A
区
分
（
男
性
・
女
性
）
昭
和

　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年

５６４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
、
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
等
を

卒
業
し
た
方
（
平
成
　
年
３
月

２６

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

▽
B
区
分
（
男
性
・
女
性
）
昭
和

　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年

５６４
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
、
A

区
分
以
外
の
方

▼
願
書
受
付
期
間
　
８
月
７
日

（
水
）
～
同
　
日
（
水
）

２８

　
な
お
、
電
子
申
請
に
よ
る
受
付

は
８
月
　
日
（
金
）
午
後
５
時

２３

　
分
ま
で

３０
▼
第
１
次
試
験
日
　
９
月
　

日
２２

（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
～
０
１
１
０
）

※
赤
歌
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
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）
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
加
齢
や
疾
病
の
後
遺
症
等
で
、

体
の
動
き
が
低
下
し
た
り
悪
く
な

っ
た
り
し
て
い
る
場
合
、
動
か
さ

ず
に
い
る
と
ま
す
ま
す
機
能
低
下

を
招
い
て
、
寝
た
き
り
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

共
リ
ハ

ビ
リ
凶
と
い
う
と
「
痛

い
」
、「
難
し
い
」
、「
面
倒
く
さ
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

は
自
宅
で
手
軽
に
で
き
る
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
お
教
え
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
さ
れ
る
人
だ
け
で
な
く
、

介
護
す
る
人
も
、
共
に
体
を
動
か

し
て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
　
き
　
8
月
　
日
（
月
）　

２６

１４

時
～
　
時
　
分

１５

３０

▼
と
こ
ろ
　
歌
志
内
市
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
演
題
　
「
寝
た
き
り
に
さ
せ
な

い
工
夫
～
 簡
単
リ
ハ
ビ
リ
で

　
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
す
る
公
開
デ
ー
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
８
月
6
日
（
火
）　
１０

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
花
・
野
菜
技
術
セ
ン

タ
ー
（
滝
川
市
東
滝
川
７
３
５

番
地
）

▼
内
　
容
　
ほ
場
の
見
学
、
園
芸

相
談
、
農
産
物
等
販
売
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
　
花
・
野
菜
技
術

セ
ン
タ
ー
（
緯
２
８
～
２
８
０

０
）

花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー

 

公
開
デ
ー

▼
と
　
き
　
９
月
３
日
（
火
）
～

　
月
　
日
（
火
）
の
　
回
　
　

１０

２９

１１

１３

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
・
チ
ロ
ル
の

湯 元
気
は
つ
ら
つ
教
室

▼
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
　６５

歳
以
上
の
方
で
、
運
動
機
能
・

口
腔
機
能
の
低
下
が
あ
る
方
、

低
栄
養
が
心
配
な
方
な
ど

▼
内
　
容
　
転
ば
な
い
た
め
の
体

力
・
筋
力
づ
く
り
、
お
口
の
お

手
入
れ
方
法
や
口
体
操
、
食
生

活
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▼
定
　
員
　
　
人
２５

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
８
月
　

日
（
木
）

１５

ま
で
に
、
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２

１
３
）
へ
。
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献
血
に
ご
協
力
を

　
８
月
　
日
（
月
）
に
移
動
献
血

19

車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
市
内
を
巡

回
し
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る

患
者
さ
ん
の
た
い
せ
つ
な
命
を
守

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
歌
志
内
市
献
血

推
進
協
議
会
事
務
局
（
福
祉
事

業
グ
ル
ー
プ
　
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
３
２
１
３
）

■巡回場所と時間

時　　間場　　　所

１０：００～１１：５０市 役 所 前

１３：００～１３：５０市立病院前

１４：００～１４：５０道の駅駐車場

１５：００～１６：００
歌志内中学校
駐 車 場

児
童
扶
養
手
当
等

現
況
届
の
提
出
を

　
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

現
況
届
を
８
月
　
日
（
金
）
ま
で

30

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
支
給
停

止
中
の
方
も
含
み
ま
す
）
。

　
現
況
届
は
、
所
得
額
と
受
給
資

格
を
確
認
し
、
今
後
も
手
当
を
受

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
お
も
し
ろ
半
分
で
薬
物
を
不
正

に
使
っ
た
り
悪
用
し
た
り
す
る
と
、

た
と
え
１
回
で
も
乱
用
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
薬
物
の
乱
用
は
、
脳
な
ど
を
冒

し
、
そ
の
害
は
半
永
久
的
に
続
き
、

自
分
の
意
志
で
は
や
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
「
依
存
症
」
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
妄
想
や
幻
覚
に
よ
っ
て

殺
人
、
放
火
等
の
重
大
犯
罪
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
、
薬
物
の
乱
用

は
「
個
人
の
自
由
」
、
「
自
分
だ
け

は
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
乱
用
す
る

人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
薬
物

乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
薬
物
乱
用
を
な
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
歯
の
コ
ン
　

　
ク
ー
ル
出
場
者
募
集

　
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
全
て
の
項
目
に

あ
て
は
ま
る
方
）　

▽
満
　
歳
以
上
の
方
（
昭
和
８
年

８０
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
で
、
選
考
基
準
は
　
本
以

２０

上
の
歯
を
有
す
る
方

▽
歯
お
よ
び
口
腔
が
正
常
で
健
康

で
あ
る
こ
と

▽
歯
口
清
掃
が
良
好
で
あ
る
こ
と

▽
重
度
の
歯
周
疾
患
で
は
な
い
こ

と
▽
自
立
し
て
日
常
生
活
を
お
く
っ

て
い
る
こ
と

▽
各
種
の
障
が
い
は
判
定
に
考
慮

し
な
い
こ
と

▼
申
し
込
み
　
８
月
８
日
（
木
）

ま
で
に
保
健
予
防
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２

１
３
）
へ
。　

▼
問
い
合
わ
せ
　
滝
川
保
健
所
企

画
総
務
課
主
査
　
地
域
医
療
薬

務
（
緯
２
４
～
６
２
０
１
）　

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、
次
の

と
お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

繋
介
護
職
員
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

罫
客
室
清
掃

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

茎
朝
食
ス
タ
ッ
フ

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

荊
土
木
作
業
員

▼
求
人
数
　
３
人
　
年
齢
不
問

蛍
訪
問
介
護

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
営
業

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
（
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
～
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報
 （
7
月
　
日
現
在
）

10

給
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る

た
め
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
必
ず
受
給
者
本
人
が
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事

業
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
３
２
１
３
）　

災
害
に
備
え
て
安
心
　

　
　
　
我
が
家
の
防
災

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
突
然
や
っ
て
く
る
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
、
普
段
か
ら
災
害

に
対
す
る
備
え
を
し
っ
か
り
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
家
族
全
員
で
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▽
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と

き
の
集
ま
る
場
所
や
連
絡
方
法

▽
市
町
村
が
指
定
し
て
い
る
避
難

場
所

▽
災
害
時
に
持
ち
出
す
家
族
の
大

切
な
も
の

※
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ま

ず
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
関
係

団
体
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。　
〈
赤
歌
警
察
署
〉

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………
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８
月
は
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
強
調
月
間

　
北
方
領
土
は
、
北
海
道
本
島
の

北
東
の
洋
上
に
連
な
っ
て
い
る
、

「
歯
舞
群
島
」
、
「
色
丹
島
」
、
「
国

後
島
」
、
「
択
捉
島
」
の
四
島
で
、

面
積
は
千
葉
県
の
広
さ
に
ほ
ぼ
匹

敵
し
、
我
が
国
民
が
父
祖
伝
来
の

地
と
し
て
受
け
継
い
で
き
た
土
地

で
す
。

　
歴
史
的
に
見
て
も
領
土
問
題
の

解
決
に
は
、
長
い
時
間
と
労
力
が

必
要
で
す
が
、
四
島
を
開
拓
し
た

先
人
の
努
力
と
ふ
る
さ
と
を
想
う

元
島
民
の
方
た
ち
の
願
い
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
、
次
代
を
担

う
青
少
年
の
領
土
問
題
へ
の
正
し

い
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
、

ま
た
、
日
本
の
北
方
領
土
返
還
要

求
の
正
当
性
を
世
界
各
国
に
訴
え
、

返
還
に
向
け
た
良
好
な
国
際
環
境

を
作
り
あ
げ
る
た
め
、
国
際
世
論

へ
の
呼
び
か
け
を
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
毎
年
８
月
を
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
強
調
月
間
と
し
、
各
地
で

領
土
返
還
に
つ
い
て
の
啓
発
事
業

や
大
会
の
開
催
、
署
名
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
返
還

要
求
運
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉

原
爆
投
下
の
日
・
終
戦

記
念
日
に
黙
と
う
を

　
今
か
ら
　
年
前
の
昭
和
　
年
８

68

２０

月
、
広
島
市
と
長
崎
市
に
相
次
い

で
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
我
が

国
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
　
日
は

１５

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
日

で
す
。

　
戦
後
　
年
を
経
て
、
我
が
国
は

６８

目
覚
ま
し
い
復
興
を
遂
げ
、
平
和

で
豊
か
な
社
会
を
築
き
今
日
を
迎

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
繁

栄
と
平
和
は
、
先
の
大
戦
で
の
尊

い
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
あ
る
平
和
な
社
会
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
過
去
の
悲
惨
な
出
来
事
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
未
来

へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
す
。

　
私
た
ち
も
、
犠
牲
者
の
冥
福
と

全
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
り
、
誓

い
を
新
た
に
次
の
日
時
に
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

・
８
月
６
日
（
火
）
８
時
　
分
１５

・
８
月
９
日
（
金
）　

時
２
分

１１

▼
終
戦
記
念
日

・
８
月
　
日
（
木
）
正
午

１５
〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉

税
関
か
ら
の
 お
知
ら
せ

　
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
か
た
が
た
か

ら
お
預
か
り
し
た
次
の
よ
う
な
保

管
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

▽
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
か
た
が
た
が
、
上

陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

▽
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）
、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な

ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日

本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の

■
保
管
証
券
類
と
は

　
税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
越
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
揚
者
か
ら
税

関
が
預
か
っ
た
「
上
陸
港
扱
い
の

保
管
物
件
」
。
外
地
か
ら
の
引
き

揚
げ
の
際
、
在
外
公
館
ま
た
は
日

本
人
自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終

的
に
税
関
に
移
管
さ
れ
た
「
外
地

扱
い
の
保
管
物
件
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
返
還
請
求
　
返
還
請
求
は
ご
家

族
の
方
で
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
付
き
の
方
は
最
寄
り
の
税

関
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
函
館
税
関
監
視

部
統
括
監
視
官
「
部
門
（
緯
０

１
３
８
～
４
０
～
４
２
４
４
）

※
函
館
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
:/
/
w
w
w
.c
u
s
to
m
s
.g
o
.

jp
/
h
a
k
o
d
a
te
/

）
か
ら
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

供
物
や
供
花
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
市
営
墓
地
の
お
参
り
に
あ
た
っ

て
は
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
墓
地
内
に
ご
み
箱
を
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
み
は
必
ず

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
供
物
や
供
花
な
ど
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
腐
敗
し
て
悪

臭
を
発
し
た
り
、
カ
ラ
ス
や
キ

ツ
ネ
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
、
お
墓

が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
参

り
が
済
ん
だ
ら
、
お
供
え
物
は

必
ず
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
墓
地
使
用
者
は
、
使
用
地
内
の

清
掃
と
草
刈
り
を
行
い
、
他
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
き
ち

ん
と
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
う
ば
・
骨
箱
な
ど
は
い
っ
さ

い
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～

３
２
１
７
）
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くらしの情報

平成２５年８月号

…………………………………………………………………………………

当日担当弁護士１０時～１２時

田 村 秀 樹 弁 護 士歌志内市公民館６日(火)

お盆のため、お休みします１３日(火)

平 澤 卓 人 弁 護 士歌志内市公民館２０日(火)

山 内 崇 史 弁 護 士赤平市コミュニテ
ィセン ター別館２７日(火)

札幌弁護士会
無料法律相談会のお知らせ

…………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
建
退
共
制
度
は
、
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

建
退
共
制
度

　
８
月
は
、
お
盆
の
帰
省
や
行
楽

な
ど
で
運
転
す
る
機
会
が
増
え
る
と

と
も
に
、
そ
の
開
放
感
か
ら
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
過
ぎ
た
り
、
長
距
離
運

転
の
過
労
が
原
因
と
な
る
重
大
事

故
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
運
転
さ
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
無
理
の
な
い
計
画
を
！

▼
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
た
安
全
運
転

を
！

▼
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
憩
を
取
っ

お
盆
の
交
通
事
故
防
止

て
気
分
転
換
を
！

▼
し
っ
か
り
と
前
を
見
て
運
転
に

集
中
を
！

▼
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
！

〈
赤
歌
警
察
署
・
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
〉　

　札幌弁護士会では、次の日程により無料法律相

談会を開催します。

　債務整理、交通事故、離婚、相続、悪質商法など、

どのような相談でもお受けします。

※相談会は、毎週火曜日です。

▼申し込み・問い合わせ　環境交通グループ（市

役所１階緯４２～３２１７）、赤平市役所市民相談係

（緯３２～１８３４）

■８月の予定表

神
威
地
区
盆
踊
り
大
会

　
神
威
地
区
で
は
、
次
の
日
程
で

盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
８
月
　

日
（
月
）
・

１２

　
日
（
火
）

１３
▼
と
こ
ろ
　
神
威
町
内
会
広
場

▼
内
　
容
　

▽
子
ど
も
盆
踊
り
　
　
時
～

１８

※
子
ど
も
に
景
品
が
当
た
り
ま
す

▽
一
般
盆
踊
り
　
　
時
～

２０

▽
抽
選
会
（
両
日
実
施
）　
　
時
２１

　
分
～

５０

〈
神
威
町
内
会
青
少
年
部
〉

中
退
共
の
退
職
金
制
度

　
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
で
管
理
も

簡
単
に
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
緯
０
３
～
６
９
０
７
～
１
２
３

４
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

中
小
企
業
お
盆
金
融
の

実
施

　
夏
期
の
資
金
需
要
期
を
迎
え
る

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
中
小
企
業
お
盆
金
融

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
融
資
対
象
　
道
内
に
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者
（
遊
興
娯

楽
等
の
一
部
の
業
種
は
除
く
）

▼
融
資
金
額

▽
企
業
＝
３
，０
０
０
万
円
以
内

▽
組
合
＝
５
，０
０
０
万
円
以
内

▼
資
金
使
途
　
運
転
資
金

▼
融
資
期
間
　
１
年
以
内

▼
融
資
利
率
　
金
融
機
関
所
定

▼
信
用
保
証
　
す
べ
て
信
用
保
証

協
会
の
保
証
付
き
と
す
る

▼
取
扱
期
間
　
８
月
　

日
（
金
）

２３

ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～

３
２
１
５
）

う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業

を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業

の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
　
金
　
日
額
３
１
０
円

※
く
わ
し
い
情
報
は
建
設
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.k
e
n
ta

ik
y
o
.ta
is
y
o
k
u
k
in
.g
o
.jp

/

）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
（
建
設
業
退
職
金
共

済
事
業
北
海
道
支
部
　
札
幌
市

中
央
区
北
４
条
西
３
丁
目
１
緯

０
１
１
～
２
６
１
～
６
１
８
６
）
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

平成２５年８月号

くらしの情報

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

歌
志
内
市
遺
族
会
主
催

顕
彰
碑
慰
霊
祭
開
催

　
歌
志
内
市
遺
族
会
（
会
員
　１７

人
）
主
催
に
よ
る
戦
没
者
顕
彰
碑

慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
遺
族
会
以
外
の
遺
族
の
方
並
び

に
一
般
の
方
の
参
詣
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
と
　
き
　
８
月
９
日
（
金
）　１１

時
▼
と
こ
ろ
　
歌
志
内
公
園
内
顕

彰
碑
前

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
３
娃
コ

ー
ス
で
行
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

　
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

皆
さ
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
１
娃
）
に

参
加
の
元
気
家
族
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
と
　
き
　
9
月
1
日
（
日
）
９

時
　
分
に
道
の
駅
で
受
け
付
け

１５
し
、　

時
ス
タ
ー
ト

１０

▼
と
こ
ろ
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

付
近
か
ら
神
威
神
楽
岡
を
往
復
）

市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
組
　
別
　

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
子
ど
も
＋
大

人
、
１
組
２
名
以
上
）

▽
男
女
別
小
学
生
の
部

▽
男
女
別
中
学
生
以
上
一
般
の
部

▼
申
し
込
み
　
８
月
　

日
（
月
）

19

ま
で
に
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

（
教
育
委
員
会
緯
４
２
～
４
２

２
３
）
へ
。

　
郷
土
館
で
は
、
夏
休
み
企
画
と

し
て
、
楽
し
い
子
ど
も
向
け
映
画

の
上
映
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

人　　　口　　　４,１０９人（－９人）

　　男　　　　　１,８８１人（－３人）

　　女　　　　　２,２２８人（－６人）

世　　　帯　　　２,２４８世帯（－５世帯）

 （平成２５年６月末日現在）

恭おくやみ　もうしあげます

　 菅  原  　ミヤさん（８２歳・６月６日逝去）上歌
すが わら

　 江  積  　 敏  雄 さん（７６歳・６月９日逝去）上歌
え づみ とし お

　 窓 
たか

 橋  ユリ 子 さん（７６歳・６月１２日逝去）文珠
はし こ

　 貝  塚  ヱミ 子 さん（８２歳・６月２２日逝去）上歌
かい づか こ

　
未
就
園
児
の
親
子
を
対
象
に
幼

稚
園
を
開
放
し
、
水
遊
び
や
砂
遊

び
を
中
心
と
し
た
遊
び
を
提
供
し

ま
す
。

▼
と
　
き
　
８
月
７
日
（
水
）　
１０

時
～
　
時
　
分

１１

３０

▼
と
こ
ろ
　
歌
志
内
幼
稚
園

▼
対
　
象
　
３
歳
児
以
上
の
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
及
び
在
園
児

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
と
保
護
者

の
上
靴
、
帽
子
、
サ
ン
ダ
ル
、

お
子
さ
ん
の
着
替
え
一
式
と
タ

オ
ル
、
水
・
お
茶
な
ど
水
分
補

給
の
た
め
の
飲
み
物

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
８
月
５
日
（
月
）

ま
で
に
歌
志
内
幼
稚
園
（
緯
４

２
～
２
６
０
９
）
へ
。

幼
稚
園
１
日
体
験
入
園

　
８
月
　
日
（
月
）
８
時
か
ら
同

１２

　
日
（
水
）　
時
ま
で
の
期
間
、
ふ

２１

１２

る
さ
と
赤
平
納
涼
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
内
は
、
赤
平
駅
前
で

交
通
規
制
が
か
か
り
、
路
線
バ
ス

乗
降
場
所
が
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
に
は
、
ご
注
意

願
い
ま
す
。

※
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

中
央
バ
ス
㈱
滝
川
営
業
所
（
緯

２
４
～
６
１
９
１
）
ま
た
は
赤

平
商
工
会
議
所
（
緯
３
２
～
２

２
４
６
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

赤
平
駅
前
広
場

 

バ
ス
停
利
用
者
へ

　
映
画
終
了
後
に
は
、
楽
し
い

「
な
ぞ
な
ぞ
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
８
月
３
日
（
土
）
・

４
日
（
日
）
両
日
と
も
　
時
～

１３

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
館
ゆ
め
つ
む
ぎ

▼
入
館
料
　
上
映
会
参
加
者
に
限

り
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
緯
４

２
～
３
９
０
２
）　

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………


